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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 4,888 15.2 264 △16.1 317 △9.0 185 △24.8

2022年３月期第１四半期 4,242 21.5 315 447.1 349 697.8 246 551.8

（注）包括利益 2023年３月期第１四半期 288百万円（△7.2％） 2022年３月期第１四半期 310百万円（376.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 32.82 31.96

2022年３月期第１四半期 44.03 42.82

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第１四半期 21,130 9,511 44.3 1,660.75

2022年３月期 20,483 9,448 45.4 1,650.56

（参考）自己資本 2023年３月期第１四半期 9,363百万円 2022年３月期 9,305百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 40.00 40.00

2023年３月期 －

2023年３月期（予想） 0.00 － 30.00 30.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 9,000 3.0 430 △31.2 400 △40.6 260 △45.9 46.27

通期 18,000 △2.8 900 △15.2 840 △24.1 580 △23.6 103.23

１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期１Ｑ 6,006,373株 2022年３月期 6,006,373株

②  期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 368,517株 2022年３月期 368,381株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 5,637,856株 2022年３月期１Ｑ 5,590,884株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無
（注）詳細は、添付資料８ページ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記
事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済状況は、ウクライナ情勢の影響によるエネルギー価格の高騰及

び国際情勢に関連した急激な円安の進行により原材料価格が高騰したことで、経済活動への影響が懸念されました

が、コロナ禍からの正常化が進むことで持ち直しの動きが続きました。

　物流業界におきましては、国際貨物は、世界経済は持ち直しているものの、反動増が一巡したこと及び一部地域

での感染再拡大による経済活動の制限が下押し要因となり、輸出入ともに輸送量はおおむね横ばいに推移いたしま

した。国内貨物は、個人消費の持ち直しの動きを背景に消費関連貨物が回復傾向にあった一方、鉱工業生産の持ち

直しの動きに足踏みがみられたことで、生産関連貨物を中心に軟調に推移いたしました。

　このような事業環境の中、当グループは、2021年５月に策定した２ヵ年の中期経営計画（2022年３月期～2023年

３月期）の達成に向けて、中・長期的ビジョン「オペレーションからソリューションへ」のもと、空港近隣という

立地を活かした既存顧客へのソリューション提案や環境に配慮した梱包材への切り替え提案などグループ一丸とな

って取り組んでまいりました。

　この結果、一部製品では部品不足のため、荷量が低調に推移いたしましたが、前年に復調した工作機械の取扱い

が引き続き好調に推移したため、売上高は増加いたしました。営業利益につきましては、原材料価格の高騰による

材料費の値上がり分について、顧客への価格転嫁や使用資材の見直しによるコスト削減等に努めたものの、原材料

価格の高騰分を補うことができなかったことに加え、事業基盤強化のため、人材の確保を積極的に行ったことによ

り、販売費及び一般管理費が増加したことで減少いたしました。

　なお、国内子会社において、投資有価証券を１銘柄売却したことにより、投資有価証券売却益として、特別利益

７百万円を計上いたしました。また、2022年６月２日に埼玉県で発生した雹害で被害のあった事業所の修繕費用

を、災害による損失として特別損失24百万円を計上いたしました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高48億88百万円（前年同期比15.2％増）、営業利益２億

64百万円（前年同期比16.1％減）、経常利益３億17百万円（前年同期比9.0％減）、親会社株主に帰属する四半期

純利益１億85百万円（前年同期比24.8％減）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①梱包事業部門

　前年に復調した工作機械の取扱いが引き続き好調に推移したため、売上高は増加いたしました。

　セグメント利益につきましては、原材料価格の高騰による材料費の値上がり分について、顧客への価格転嫁

や使用資材の見直しによるコスト削減等に努めたものの、原材料価格の高騰分を補うことができなかったこと

に加え、販売費が増加したため、減少いたしました。

　この結果、当該部門の業績は、売上高36億35百万円（前年同期比20.4％増）、セグメント利益３億68百万円

（前年同期比8.4％減）となりました。

②運輸事業部門

　前年に復調した工作機械の取扱いが引き続き好調に推移したため、売上高、セグメント利益ともに増加いた

しました。

　この結果、当該部門の業績は、売上高５億95百万円（前年同期比4.8％増）、セグメント利益50百万円（前

年同期比19.8％増）となりました。

③倉庫事業部門

　半導体製造装置の取扱いが好調に推移したものの、顧客の撤退に合わせた外部賃貸倉庫の解約の影響により

売上高は減少いたしました。

　セグメント利益につきましては、外部倉庫の賃借料を各セグメントの使用分に応じて振り替えたことで売上

原価が減少したため、増加いたしました。

　この結果、当該部門の業績は、売上高５億88百万円（前年同期比1.5％減）、セグメント利益１億34百万円

（前年同期比5.7％増）となりました。

④賃貸ビル事業部門

　本社ビルの空室に客付けを行ったことにより、稼働率が上昇したことで、売上高、セグメント利益ともに増

加いたしました。

　この結果、当該部門の業績は、売上高69百万円（前年同期比19.2％増）、セグメント利益20百万円（前年同

期比27.8％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産

　当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産211億30百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億47百

万円の増加となりました。主な内容は、以下のとおりであります。

　流動資産につきましては、72億42百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億34百万円増加いたしました。こ

れは主に、現金及び預金の増加４億13百万円、原材料及び貯蔵品の増加57百万円によるものであります。

　固定資産につきましては、138億87百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億12百万円増加いたしました。

これは主に、有形固定資産において、土地の増加34百万円、リース資産の減少36百万円、無形固定資産におい

て、ソフトウエア仮勘定の増加１億20百万円、投資その他の資産において、投資有価証券の減少17百万円、繰延

税金資産の増加49百万円によるものであります。

②負債

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、116億19百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億84百万円増

加いたしました。

　流動負債につきましては、67億25百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億68百万円増加いたしました。こ

れは主に、短期借入金の増加５億67百万円、未払法人税等の減少64百万円、賞与引当金の減少３億20百万円及び

その他の増加５億59百万円によるものであります。

　固定負債につきましては、48億93百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億83百万円減少いたしました。こ

れは主に、長期借入金の減少１億68百万円、リース債務の減少56百万円及びデリバティブ債務の増加28百万円に

よるものであります。

③純資産

　純資産につきましては、95億11百万円となり、前連結会計年度末に比べ62百万円増加いたしました。これは主

に、利益剰余金の減少40百万円、為替換算調整勘定の増加95百万円によるものであります。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の45.4％から44.3％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、2022年５月13日公表の業績予

想から変更はありません。また、今後何らかの要因により業績予想を見直す必要性が生じた場合は、速やかに開示

いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,749,312 3,162,909

受取手形 154,911 164,882

売掛金 3,243,969 3,282,169

原材料及び貯蔵品 269,372 327,329

その他 294,679 310,200

貸倒引当金 △4,900 △5,200

流動資産合計 6,707,344 7,242,290

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,402,541 7,369,158

機械装置及び運搬具（純額） 404,722 389,216

土地 2,845,040 2,879,742

リース資産（純額） 988,885 952,834

建設仮勘定 41,193 44,002

その他（純額） 41,944 45,096

有形固定資産合計 11,724,326 11,680,050

無形固定資産

ソフトウエア 37,909 42,992

ソフトウエア仮勘定 94,940 215,400

その他 414 380

無形固定資産合計 133,264 258,772

投資その他の資産

投資有価証券 480,988 463,374

繰延税金資産 762,080 811,538

その他 681,797 680,706

貸倒引当金 △6,612 △6,502

投資その他の資産合計 1,918,254 1,949,117

固定資産合計 13,775,844 13,887,941

資産合計 20,483,189 21,130,232

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 737,159 727,604

短期借入金 3,206,051 3,773,280

リース債務 240,009 256,201

未払法人税等 261,872 197,809

賞与引当金 504,581 184,087

災害損失引当金 17,047 36,607

その他 991,085 1,550,332

流動負債合計 5,957,807 6,725,922

固定負債

長期借入金 2,839,096 2,670,280

リース債務 688,816 632,643

退職給付に係る負債 850,918 859,565

資産除去債務 471,865 474,332

デリバティブ債務 29,392 57,663

その他 197,011 198,746

固定負債合計 5,077,100 4,893,231

負債合計 11,034,907 11,619,153

純資産の部

株主資本

資本金 2,523,866 2,523,866

資本剰余金 2,451,719 2,451,654

利益剰余金 4,313,148 4,272,648

自己株式 △181,244 △181,284

株主資本合計 9,107,489 9,066,884

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 198,400 196,782

繰延ヘッジ損益 △8,130 △5,843

為替換算調整勘定 37,040 132,575

退職給付に係る調整累計額 △28,944 △27,333

その他の包括利益累計額合計 198,364 296,179

新株予約権 52,171 52,171

非支配株主持分 90,256 95,842

純資産合計 9,448,282 9,511,078

負債純資産合計 20,483,189 21,130,232
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 4,242,989 4,888,561

売上原価 3,269,934 3,886,996

売上総利益 973,055 1,001,564

販売費及び一般管理費

販売費 289,034 314,964

一般管理費 368,305 421,846

販売費及び一般管理費合計 657,340 736,811

営業利益 315,715 264,753

営業外収益

受取利息 26 579

受取配当金 5,861 6,844

受取保険金 3,000 3,872

為替差益 32,543 81,954

その他 12,683 10,600

営業外収益合計 54,115 103,851

営業外費用

支払利息 19,578 18,365

デリバティブ評価損 － 31,568

支払手数料 747 762

営業外費用合計 20,326 50,696

経常利益 349,503 317,908

特別利益

投資有価証券売却益 － 7,574

特別利益合計 － 7,574

特別損失

災害による損失 － 24,220

特別損失合計 － 24,220

税金等調整前四半期純利益 349,503 301,263

法人税、住民税及び事業税 130,360 163,343

法人税等調整額 △33,873 △54,223

法人税等合計 96,487 109,119

四半期純利益 253,016 192,143

非支配株主に帰属する四半期純利益 6,843 7,123

親会社株主に帰属する四半期純利益 246,172 185,019

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 253,016 192,143

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 364 △3,155

繰延ヘッジ損益 3,411 2,287

為替換算調整勘定 51,804 95,534

退職給付に係る調整額 2,278 1,611

その他の包括利益合計 57,859 96,277

四半期包括利益 310,876 288,420

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 303,184 282,834

非支配株主に係る四半期包括利益 7,691 5,585

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　該当事項はありません。

(会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号  2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項

に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用するこ

とといたしました。なお、当第１四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

梱包事業 運輸事業 倉庫事業 賃貸ビル事業 計

売上高

(1）外部顧客に対する売

　　上高
3,019,536 568,206 596,899 58,347 4,242,989 4,242,989

(2）セグメント間の内部

　　売上高又は振替高
－ 1,188 － － 1,188 1,188

計 3,019,536 569,394 596,899 58,347 4,244,177 4,244,177

セグメント利益 402,719 41,862 127,674 15,809 588,066 588,066

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 588,066

セグメント間取引消去 －

全社費用（注） △272,351

四半期連結損益計算書の営業利益 315,715

（セグメント情報等）

前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差

異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に当社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

梱包事業 運輸事業 倉庫事業 賃貸ビル事業 計

売上高

(1）外部顧客に対する売

　　上高
3,635,694 595,245 588,054 69,566 4,888,561 4,888,561

(2）セグメント間の内部

　　売上高又は振替高
－ 2,939 － － 2,939 2,939

計 3,635,694 598,184 588,054 69,566 4,891,500 4,891,500

セグメント利益 368,784 50,159 134,933 20,209 574,088 574,088

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 574,088

セグメント間取引消去 －

全社費用（注） △309,334

四半期連結損益計算書の営業利益 264,753

当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差

異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に当社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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